
シルク軽量未来畳

●リサイクルできる「バイオマス発泡ボード」

時代の流れとともに現代の気密性の高い住宅には、畳の床材もワ

ラ床から、木質ボード・石油プラスチック発泡スチロール系の軽

い素材へと変化した。それに伴い、近年では石油プラスチック発

泡スチロールの環境リサイクル問題が話題となり、その問題に対

応すべく、京都大学名誉教授白石信夫先生と共同開発で軽くて炭

と同様の植物性バイオマス発泡ボードを開発した。
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畳床に、天然シルク

やヤシの実繊維、軽

くて炭と同様バイオ

マス発泡フォームを

利用した畳。

石油から作られたポ

リスチレンフォーム

が主流のなかで、国

産バイオマスを原料

とした。ほか、丹後

ちりめんの産地なら

ではの「天然シルク

の端切れ」を活用。

畳床には天然シルクおよび

ヤシの実繊維、バイオマス

発泡フォームを使用。軽量、

通気性を実現。畳表には、

現代のライフスタイルに合

わせてデザインしたイグサ

を使用。

ECOスタイル
原材料

植物成分の特徴を生かし、

生物親和性、炭と同様の吸

放湿性、静電気帯電防止性、

低 VOC（揮発性有機化合

物）、抗菌消臭性、森林浴

効果など、従来の石油製品

にない機能を付与。

ECOスタイル
製造・流通段階

畳床に使用している植物発

泡フォームは、日常的かつ

長期に使っていただける

「身近なバイオマス製品」。

毎日この畳にふれること

で、幅広い年齢層の方が環

境に対する意識を高められ

ることも期待している。

ECOスタイル
使用段階

バイオマス発泡フォームは土

に返して微生物の力で生分

解しやすくすることも可能で、

燃やしてもダイオキシンなど

の有害物質を発生しない。

バイオマス製品としてリサイ

クルし、新たな製品を生み出

すことが可能で、ゴミの減量

化や省資源化にもつながる。

ECOスタイル
廃棄段階

天然素材とバイオマスを活用した

有限会社 畳工房ヨシオカ

バイオマス発泡フォームの上に天然
シルクやヤシの実繊維で作ったマッ
トを重ねてクッション性持たせる。

天然シルクの端切れを集めて作った
マット。
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